
災害時に命を守る一人ひとりの防止対策
～ 自分の身は自分で守る「自助」 ～

■ 「自助」って何？
防災対策で大切なことは、自分の身の安全を守るために一人ひとりが
取り組む 「自助」と言われています。

災害による被害をできるだけ少なくするためには、一人ひとりが自ら
取り組む 「自助」、地域や身近にいる人同士が助け合って取り組む
「共助」、国や地方公共団体などが取り組む「公助」が重要だと言わ
れています。

その中でも基本となるのは「自助」、自らの命は自らが守る意識を持ち
一人ひとりが自分の身の安全を守ることです。
特に災害が発生したときは、まず、自分が無事であることが最も重要
です。

地震や津波などの自然災害は、時として、想像を超える力で
襲ってきます。しかし、日頃から防災対策をしておくことで、
被害を少なくすることはできます。
これから毎月テーマを持って、防災のポイントを紹介していきたい
と思います。
今月は初めとして、自助について紹介します。

大地震に備える

命を守る３つの自助の取組み

“自分の命は自分で守る”ための備えをしましょう

防災の視点
４月
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